
こんにちは。いつも弊社をご利用いただき、誠にありがとうございます。 

5月 5日は端午の節句です。古代中国では 5月が悪月と考えられており、5

が重なる 5月 5日は”重五”と呼ばれ、邪気を祓う行事が行われていました。

この風習が日本にも伝わった事が現在の端午の節句の起源の 1 つとされてい

ます。日本では、この日に柏餅と粽を食べる風習がありますが、柏餅は新芽が

出るまで古い葉が落ちない柏の葉にちなみ、「家系が途絶えない」縁起物とされ、粽は中国の故

事に由来し、災いを除くとされています。粽を結ぶ赤・青・黄・白・黒（紫）の五色の糸は、子

どもが無事に育つようにとの魔よけの意味があり、鯉のぼりの吹流しの色にも反映されています。 

 

 

■ 2020年ＧＷ期間中の営業についてのご案内 

収集・リサイクル業務につきましては通常通りの営業です。 

◆事業系一般廃棄物の収集  通常通り回収いたします。 

◆食品廃棄物等のリサイクル 通常通り受入いたします。 

なお、事務所につきましては、誠に勝手ながら、2020 年

5月 2日（土）から 5月 6日（水）まで休業とさせていただ

きます。休業期間中の収集・リサイクル関連へのお問合わせに

つきましては、下記の臨時連絡先へお願い申し上げます。 

 

  ◆ 事業系一般廃棄物の収集（大阪市・堺市）のお問合せ先     080-4728-0070 

  ◆ 食品廃棄物等のリサイクルのお問合せ先            070-2277-1605 

 

 

■ 一般廃棄物の排出及び処理状況等（平成 30年度）について 

環境省より、平成 30年度における全国の一般廃棄物（ごみ及びし尿）の排出及び処理状況等の

調査結果の取りまとめが公表されました。 

ごみ総排出量は 4,272 万トン（前年度 4,289 万トンで 0.4%減）、１人１日当たりのごみ排

出量は 918グラム（前年度 920 グラムで 0.2%減）で、ごみ総排出量、１人１日当たりのごみ

排出量ともに減少している。また、最終処分量は前年比 0.6％減少、リサイクル率も減少し、ごみ

焼却施設数は 1,103 施設から 1,082 施設に減少している。発電設備を有するごみ焼却施設数は

全体の 35.0％で、昨年度の 34.1％から増加しており、ごみ焼却施設における総発電電力量は

9,553 GWh（約 321万世帯分の年間電力使用量に相当）と増加している。最終処分場の残余容

量と最終処分場の数は概ね減少傾向にあり、最終処分場の確保は引き続き厳しい状況となっている。
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